
 

 

 

 

  

 

 

 

 

２月、各委員会が工夫を凝らしたオリジナル

企画が、学校にたくさんの笑顔を広げてくれま

した。 

図書委員会による「読み聞かせ」、健康委員

会による「健康かるた大会」、体育委員会による「雪だるまつくり大会」。

どの活動にも「みんなに楽しんでもらいたい」という思いが込められていました。自分たちで

考え、準備し、実行する中で、うまくいかないこともあったことでしょう。それでも仲間と力を

合わせ、やり遂げた経験は確かな成長となりました。そして、その思いは全校生に届き、楽し

く温かな時間を生み出しました。 

児童会の委員会活動の意義は、子どもたちが学校の一員として主体的に関わる経験に

あります。整理すると、次のようになります。 

①  自治の力を育てる 

自分たちの学校生活を自分たちでよりよくしようと考え、話し合

い、決め、実行する経験は、民主的な態度や責任感を育てます。 

②  当事者意識を高める 

「やらされる」側から「つくる」側へ。学校を支える役割を担うこと

で、学校への愛着や誇りが生まれます。 

③  協働する力を育てる 

異学年や友達と協力しながら活動する中で、対話力や調整力、 

 リーダーシップが育ちます。 

④  課題解決力を伸ばす 

うまくいかないことや意見の違いに向き合い、工夫しながら乗り

越える経験は、実社会につながる力となります。 

⑤  自己有用感を高める 

自分の働きが誰かの役に立っていると実感できることは、大きな自信になります。 

 

委員会活動は、未来の社会をつくる練習の場です。 

「どうすればみんなが気持ちよく過ごせるか」「もっと楽しい学校

にするには何ができるか」その問いに向き合うことは、まさに挑戦

であり、自治の力を育てることです。時には意見の違いに悩みなが

らも、仲間と協力して形にしていく経験は、責任感や協働する力を

育てます。 

「自分たちの学校を、自分たちで楽しくする」--今年度大切にし

てきた「“おもしろい”を創る」力が、大きく育ったことをうれしく思い

ます。子どもたちの主体的な取り組みに、心から拍手を送りたいと

思います。 
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２月５日（木）に、洗心委員会主催の感謝の会が行われ、用務業

務員の永井さん、スクールサポートスタッフの下田さん、調理師の

川又さん、嶋貫さん、中山さんに、感謝の気持ちを伝えました。  

私たちは、毎日多くの方に支えられながら学校生活を送ってい

ます。しかし、その支えはあまりに自然で、つい当たり前のもののよ

うに感じてしまいがちです。だからこそ、「あり

がとう」と言葉にして伝えることが大切です。感謝は、心の中で思うだ

けでなく、声に出して初めて相手に届きます。そして、その一言は、言っ

た人の心も温かくします。 

子どもたちは、この会で、自分たちの生活が多くの人の力で成り立

っていることを再確認することができました。そして、「壊れたところを

直してくださってありがとうございます。」「かわいい掲示いつも楽しみです。」「おいしい給食

これからも残さず食べます。」と言葉や手紙で思いを届けました。支えてくださる方々の存在

に気付き、感謝の心を育む大切な時間となりました。 

これからも本校では、「してもらうことを当たり前にしない

心」を大切にし、感謝を言葉で伝えられる子どもたちを育て

ていきたいと考えています。 

 

 

 

 

寒さが厳しい２月、今年度も地域の方を講師にお迎えし、エア

ロビクス教室を行いました。20 年以上続く、冬の体力づくりの大

切な取組みです。 

外で体を動かす機会が減りがちなこの時期ですが、軽快な音楽

が流れると、体育館は次第に熱気に包まれます。はじめはぎこちな

かった子どもたちも、リズムに合わせて全身を動かすうち、だんだん元気いっぱいになり、表

情は生き生きとしてきました。体が温まるだけでなく、心まで弾む時間となりました。 

この活動が長年続いてきたのは、地域講師の皆様の変わらぬご支援があってこそです。

子どもたちは、専門的なご指導に触れながら、地域の方に見守られている安心感の中で思

いきり体を動かしています。冬の体力づくりとともに、地域とのつながりの温かさも実感でき

る、かけがえのない時間です。これからも、地域とともに歩む学校としてこの伝統を大切にし

ていきたいと考えています。 

 

 

 

２月１８日（水）、授業参観、学級懇談会、PTA

総会がありました。教室にいつもとは少し違う空気

が流れる中、子どもたちは真剣な表情で学習に取り組んでいました。発

表の場面では、緊張しながらも自分の考えを伝えようとする姿が見られ

ました。友達の意見にうなずきながら耳を傾ける姿にも、日々の積み重ねが感じられました。 

おうちの方に見守られることで、子どもたちは改めて「がんばろう」という気持ちを高めるこ

とができました。ご参観ありがとうございました。 

PTA 総会では、慎重審議の上全議案を承認いただきました。重ねてお礼申し上げます。 

授業参観・学級懇談会・PTA総会 
     ありがとうございました 


